
留寿都村

障がい児等支援連携体制整備について

留寿都村住民福祉課住民福祉係



留寿都村の概要

人 口 1840人（うち18歳未満 249人）

【令和５年３月31日時点】

年間出生数 ９人（過去３年平均）



るすつ子どもセンターぽっけ

・るすつ保育所 ・放課後児童クラブ

・小型児童館 ・子育て支援センター

留寿都村の概要



留寿都村の学校施設

・留寿都小学校 ・留寿都中学校 ・留寿都高等学校

児童生徒数 通常学級数 特別支援学級数

小学校
82人

（うち知的学級：１人）
６学級

１学級
（知的：１学級）

中学校
52人

（うち知的学級：１人）
（うち情緒学級：２人）

３学級
２学級

（知的：１学級）
（情緒：１学級）

高 校 47人 ４学級 －

【令和５年５月１日時点】

留寿都村の概要



障がい児等支援の取組（住民福祉課）

〇 障がい福祉サービス

倶知安町にある「羊蹄山ろく発達支援センターとまと」を利用

・児童発達支援 ２名 ・放課後等デイサービス ０名

〇 巡回児童相談

保健師との情報共有により、年２回実施

〇 障がい児数

身体障がい １名 知的障がい ２名



〇 発達相談

子の発育や発達に心配を抱える保護者からの相談に対応

〇 乳幼児健診

健診結果を基に、療育を必要とする子どもを把握

〇 羊蹄山ろく発達支援センターとまととの連携

保育所等訪問の利用調整、体験利用の同行等

障がい児等支援の取組（保健医療課）



〇 留寿都村教育支援委員会

障がい児等の就学にあたり、学校、保健師及び保育士が情報共有を行う

〇 外部機関との連携

巡回教育相談、後志専門家チーム巡回相談、パートナー・ティーチャー派

遣事業の実施

〇 幼小連携事業

教員がるすつ保育所を訪問し、保育士との情報共有及び子どもの様子の

確認を行う

障がい児等支援の取組（教育委員会）



障がい児等支援の連携における課題

・各機関がどのような取組をしているか分からない

・地域の社会資源が把握できていない

・保健福祉と教育が情報共有する場がない

など



障がい児等支援連携体制整備の取組

コーディネーターの片山氏をお招きし、ワークショップを開催

参加者

住民福祉課担当職員

保健医療課保健師

教育委員会担当職員

保育士

小中高の教員（特別支
援コーディネーター）



Q-SACCSシートを活用し、各機関の取組や地域の社会資源等について整理し、
障がい児等支援における連携の課題を明確化



Q-SACCSシート作成時の評価で出た意見

・乳幼児健診について、発達スクリーニング検査の実施や心理士等の人材確保など機能

強化が必要である。

・小学校就学時、保育所や保健師との情報共有に不足を感じる。

・学校との情報共有の場がなく、就学後の子どもの状況が分からない。

・学校が作成する個別の教育支援計画や、保健師が作成するケースファイルについて、

内部での共有のみであり、関係機関への共有が行われていない。

・村内に障がい福祉サービス事業所がなく、通所時に送迎等が必要なため、保護者にか

かる負担が大きい。

など



参加者からの感想

・各機関の取組や地域の社会資源について整理することができた。

・Q-SACCSを通して、村の子どもたちへの支援の過程を知ることができた。

・関係者が一堂に会して支援に関する情報共有をすることができ、大変よい

機会だった。今後もこのような機会があればよいと思う。

・保健師、学校、保育所において、情報共有することができるツール（支援

ファイル、クラウドの活用等）が必要である。

など



障がい児等支援連携体制整備事業の取組を通して

・学校との定期的な情報共有の場を設け、療育が必要な子どもについて把握

するほか、教員に地域の社会資源を知ってもらう機会を設けることが必要

である。

・保健師が作成するケースファイルや学校が作成する個別の教育支援計画に

ついて、相互に共有して活用することができるよう、内容や仕組みを見直

すことが必要である。


